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親愛なる皆さまへ

米国最古の銀行であるザ・バンク・オブ・ニューヨーク（BNY）の豊かな歴史。その史実を垣間見るこ

とができるアレクサンダー・ローズ氏の著書『A Brief History of The Bank of New York（ザ・バンク・

オブ・ニューヨークの略史）』をご紹介しましょう。

私は金融業界で長年キャリアを積んできましたが、BNYの並外れたレガシーは際立っています。BNYは

創業以来、本拠のあるニューヨーク州、米国、そして世界の成長や繁栄に不可欠な存在でした。��世紀

の米国独立戦争後の金融基盤構築、��世紀から��世紀にかけての米国内の各種インフラ整備に対す

る援助、さらには ��世紀の現在も金融の未来を前進させる重要な取り組みを継続しています。

今日、B N Yを率いて次の章へ踏み出せることを光栄に思います。私は、B N Yの創業者であるアレク

サンダー・ハミルトンを、彼が生きた時代の最も偉大なイノベーターの一人、かつ米国の銀行制度創

設の父と考えます。そして、BNYが世界の投資可能な金融資産の �割を手掛け、多くのお客様にサー

ビスを提供するグローバルな金融機関のリーダーへと進化を遂げたことが私の誇りです。

BNYの歴史を皆様と分かち合える喜びを胸に、明るい未来を期待します。

さらなる前進へ

ロビン・ビンス
BNY最高経営責任者（CEO）

322



AT 11PM ON  
NOVEMBER 29, 1783 
����年��月��日午後��時

エワルド・シャウカーク牧師は、窓をガタガタと揺らす音と
壁を揺るがす地震で飛び起きました。ニューヨークを直撃
した地震はすぐに過ぎ去り、被害の痕跡は割れた食器など
の破片や煙突から剥がれ落ちたレンガタイルが街中に残る
程度にとどまりました。1

しかし、シャウカーク牧師は翌日の日曜日、不安そうな信者たちの
前で行った説教の中で「昨夜の地震は、病めるニューヨークの先行
きを映す前兆ではないか」と問いを投げかけました。
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JUST FOUR  
DAYS EARLIER 
その�日前

米国独立戦争中、ニューヨークは英国の植民地でした。英
国軍が北米から撤退したのは、その地震のわずか �日前の
こと。過去 �年の間に �回の破滅的な大火災、黄熱病、コレ
ラ、天然痘といった疫病の度重なる発生、そして残忍な戦争
がニューヨークを荒廃させていました。パトリオット（独立を
志向する愛国者）、ロイヤリスト（英国とその王へ忠誠を誓う
王党派）を問わず、何千人ものニューヨーク市民が難民と化
したのです。
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あの地震は
「かつて繁栄した都市
ニューヨークを見捨てよ」との
警告だったのだろうか？2

ニューヨークでは全住宅の�分の �が破壊されま
した。強大な港は廃墟となり、大手商社が倒産。
独立戦争を経て人口が半減した状況の下、市の
大部分が焼け野原となっていました。
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あの地震は確かに新たな時代の前兆で
した。でもそれは、ニューヨークの破滅
ではなく復活を示すことがすぐに明らか
になりました。地震発生からわずか 3カ
月後の 1 78 4年 2月 2 3日、『N e w-Yo r k 

Packet（ニューヨークパケット）』という
新聞に次のような小さな広告が掲載され
たのです。

「社会的地位のある複数の紳士がニューヨーク
を再建するために『銀行を設立』したいと考え
ています。ご興味をお持ちの投資家の皆様は、
Merchants’ Coffee House（マーチャンツ・
コーヒーハウス）で明日午後 �時に開催され
る会合に是非ご参加ください」

TRUST

THE ERA OF

10 11

信 頼 の 時 代
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ハミルトンは ����年 �月 ��日に米国の初代財務長官に
任命されると、BNYで学んだ教訓を誕生したばかりの新興
国である米国の歩みに生かしていきました。

12

会合で、
ニューヨーク最初の
銀行の創業を提案する。

アレクサンダー・ハミルトンが作成したザ・バンク・オブ・ニューヨーク
（BNY）の設立定款には、会計帳簿の収支を均衡させること、配当を支
払うこと、当座借越を禁止することなどが規定されていました。ハミルトン
が意図したように、BNYがニューヨークの経済成長を助長し、海外からの
投資を誘致するためには、流動性、透明性、支払能力を確保し、金融機関
としての信用を確立する必要がありました。�



さらに、当時はフランスやスペイン、英国が北米大陸の大部分を植民地と
して占領していたにもかかわらず、対する米国連邦政府は脆弱な財政の
影響で海軍を解散、陸軍の規模を��人の二等兵（プライベート）にまで
縮小せざるを得ませんでした。もし米国が自国の債務の重圧に耐えかね
て破綻した際には、フランス、スペイン、英国が米国の資産を支配してい
たことでしょう。

当時、米国連邦政府の財政は破綻寸前でした。
瀬戸際の状態にあったため、ハミルトンが財務
長官としての業務を開始してからわずか2日後
に、連邦政府はBNYから約20万米ドルの緊急
融資を受ける交渉をしました。この緊急融資が
なければ、米国は当面の政府債務を履行する
ことができなかったでしょう。

IT WASN’T  
A MOMENT  
TOO SOON 
一刻の猶予もない

米国の国家財政は危機的な状況でした。
米国連邦政府の債務総額は約 �,���万
米ドルという巨額なものでした。一方の税
収は約 ��万 �,���米ドルに過ぎません
でした。政府債務に対する支払利息は年
間約 ���万米ドルにまで膨らみ、����
年には、連邦政府は元本の分割払いの支
払いに追い込まれました。
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この緊急融資によって、ハミルトンは
各州の債務を米国連邦政府の負担とし
て引き受け、合衆国国立銀行を創設し
ました。続いて関税制度の改革を進め
ることにより財政安定化への道筋を示
し、警戒心を抱く貿易相手国や海外投
資家を納得させるための時間を確保し
ました。4

それから�年後には政府債務が統合され、
利息も期限通りに支払われるようになり、米
国の財政健全性に対する海外諸国の評価は
一変しました。窮地に追い込まれていた米国
は、欧州の資本市場で最高の信用格付けを
獲得するまでの国に変貌を遂げたのです。こ
うした状況の下、投資家は額面より��％高
い価格でも米国国債を買いあさりました。�

HAMILTON’S 
FINANCIAL 
REVOLUTION 
ハミルトンの金融革命

ハミルトンの金融革命は米国の好景気に拍車
をかけました。����年にウォール街 ��番地
の街路樹の下でブローカーとディーラーたち
��人のグループで行われていた株取引は、や
がてニューヨーク証券取引所（NYSE）へと
発展しました。BNYがニューヨーク証券取引
所に最初に上場した企業であったことは当然
かもしれません。翌年、ニューヨークのある新
聞は「信用が復活している。そして繁栄の到
来が再び目前に迫っている。あらゆる取引が
活発かつ順調に行われ始めている」と喝采を
送りました。�
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その新聞記事が正しかったことはすぐに証明されまし
た。����年から����年の間に米国の対英国輸出
額は �倍となり、ニューヨークに本拠を構える企業
数は �倍となったのです。米国の ����年の連邦税
収は、��年前と比べて飛躍的に増加しました。その
結果、米国は余裕を持つために調達した約 �,���万
米ドルで����年に仏領ルイジアナを買収し、国土
を�倍に拡大しました。�

BNYと米国は ����年代から����年代までの間、
優れた信用と財政健全性に対する確固たる評判を確
立するために邁進しました。この時期は、BNYと米
国にとって「信頼の時代」と言えるでしょう。つまり、
社会の信頼を勝ち取り、信用を高めるために努力を
積み重ねた期間でした。

�つ目は、国づくりに貢献し、現在グローバル市場で活躍している
企業を後押しし、支援することへのコミットメントです。

18

BNYの社名と地位への信頼は、
同行の何世紀にもわたる
成功の基盤を形成してきた
3つの重要な要素のひとつにすぎません。
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ENTERPRISE

THE ERA OF
1844年、哲学者であり詩人でもあったラルフ・ウォルドー・
エマソンは「米国は未来の国だ」と驚嘆しました。彼の周
囲には、米国が「プロジェクトやデザイン、そして期待の
地」である証拠に溢れていたのです。8

エマソンの存命中、米国では農村経済から工業経済への急速な
変化が起きました。職人が一つひとつ手作業で商品を作り出す工
房に代わり、機械が物を製造する工場が誕生しました。また、そ
れまではボストンからフィラデルフィアへの手紙は轍

わだち

の多い泥道
を経由して�週間かけて配達されていましたが、細い電線を通る
電信が数分以内にニュースを伝えるようになりました。かつては
馬よりも速く移動する陸上の乗り物はありませんでしたが、蒸気
機関車が鉄製線路の上を疾走するようになりました。�

企 業 の 時 代



多分野にわたる取り組みの大きなきっかけと
なった「壮大な建設プロジェクト」は、����年
のエリー運河開通でした。����年、トーマス・
ジェファーソン大統領は大西洋と五大湖を結ぶ
運河を建設するアイデアを「狂気の沙汰」と考
えていました。

しかし、この水上のスーパーハイウェイはあらゆ
る下馬評を覆して、わずか�年の間に���マイ
ルもの粘土層、沼地、岩盤などを切り拓き完成し
たのです。エリー運河によって、ニューヨークと
発展を遂げる中西部との間の貨物、農産物、人
などの輸送コストは一気に��％削減され、移動
時間は�週間程から�日に短縮されました。��

THE 
PROJECT 
OF VAST 
DESIGN” 

“
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壮 大 な 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト



輸送革命の
最前線に立つ。
BNYは、早くも����年には、ハドソン川で�隻の近
代的な外輪蒸気船を運航するノース・リバー蒸気船社
（North River Steamboat Co.）に約 �万 �,���
米ドルの貸し付けを行います。同行は貸し手および
受託者としての役割を担い、エリー運河建設計画を
監督するニューヨークの運河基金委員会にコミット
し続けました。その後数年にわたり、BNYはニュー
ヨーク州内の他の �つの運河建設への資金提供に
協力しました。エリー運河を含むこれらの建設は、
ニューヨークを米国の商業、貿易、産業の中心地と
して確立する一助となりました。��
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鉄道網の発達は驚くべきものでした。線路の敷設距
離は、����年には米国全土でわずか約��マイル。し
かし����年には、山々を抜け、峡谷を越え、大草原を
突き進み、遠く離れた海岸と海岸を結ぶ約��万マイ
ルの線路が敷設されました。BNYは、この期間にペン
シルべニア鉄道、ユニオン・パシフィック鉄道、チェサ
ピーク・アンド・オハイオ鉄道、ロングアイランド鉄道
など、少なくとも��の地域鉄道路線や大陸横断鉄道
路線に投資しました。さらにその後、ニューヨークの
地下鉄運営会社にも出資しています。��

南北戦争が
勃発する頃には、
運河は主役の座を降り、
鉄道の黄金時代が
到来していた。
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一体となった米国の輸送システムは、多数の新企業が参加する巨大
な米国市場を結びました。これらの新企業の中で最も活力に満ちて
いたのは、ペンシルベニア州ピッツバーグに本社を置く鉄鋼メーカー
でした。����年、トーマス・メロンは後にアルコア社やカーネギー・
スチール社、コッパーズ社となるベンチャー企業への融資を目的とし
たT・メロン・アンド・サンズ銀行をピッツバーグに創業しました。��

メロン家は、ガルフ・オイル社の設立からベンチャーキャピタルの草
分け、慈善事業への多額の寄付を通じた文化的景観の形成まで、
米国に永続的な足跡を残しています。特にメロン家の重要人物である
アンドリュー・メロンの功績は大きく、�人の米国大統領の下で財務
長官を務めました。また、彼個人の美術品コレクションは、ナショナル・
ポートレート・ギャラリーとナショナル・ギャラリー・オブ・アートの
設立に寄与しています。

��世紀の終わりまでに、電力は魅力的なエネルギー源になりつつ
ありました。����年にトーマス・エジソンが白熱電球を発明した
ことで発電に革命が起こり、「都市を電化する」キャンペーンが勢い
を増します。その時勢に応じたBNYは、天然ガスや石炭を電気に
変換するニューヨークのさまざまな電力公益事業に投資しました。

1 9 1 0年には
電気は照明のほか、
電子レンジ、
電気パーマ機、
冷蔵庫、
湯沸かし器など、
新たな家電製品の
開発を加速させました。14
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一方でBNYは、その他の点では従来の立ち位
置を堅持しました。同行はニューヨーク最大の
金融機関のひとつでなくなる代償を払ってまで
も、ハミルトンの時代からその存在を規定してき
た保守的な商習慣に忠実であり続けたのです。

世界大恐慌のショックが吹き荒れると、この方
針が賢明であることが証明されました。同行
は長い歴史の中で数々の恐慌や暴落を乗り越
えてきました。����年、����年、����年、
����年には投機熱が発生。続いて、必然的な
破綻が起こりました。

しかしBNYは、健全な経営と困難に立ち向か
う強い意志を貫き、これらの大混乱を乗り越
えてきました。事実、同行は ����年を除い
て毎年配当を実施してきました。例外となる
����年は、ニューヨーク州政府の金融危機
対策により配当を禁止されたため致し方あり
ませんでした。BNYはその埋め合わせとして、
翌年の ����年には株主へ �倍の配当を払い
ました。��

消費者の時代

消費者の時代の到来は、社会に大きな変化をもたらしました。BNY

の創業 ���周年にあたる����年には、女性が同行の株式の�分
の �近くを保有し、株主の��％超を占めるようになりました。��

THE
AGE OF THE 
CONSUMER
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1 92 9年のウォール街大暴落は桁違い。
この年、米国の銀行制度はかつてない試練にさらされました。何百もの地方銀行が閉鎖され、
ニューヨークでは大手銀行が破綻に至り、��の支店も閉鎖を余儀なくされ、約 �億米ドルにお
よぶ預金が失われました。さらにその後数年間で、全米の約 �万もの銀行が同様の結末を迎え
ることになりました。

しかし、BNYアンド・トラスト・カンパニー（BNYとニューヨーク生命保険信託の合併後の社名。
以下、BNY）は、企業の倒産や破綻が増加する中で持ちこたえます。BNYは流動性を保ち、驚
異的な強靭性を実証しました。通常の要求水準を上回る支払準備金を維持しながら利益を上げ
続け、さらにはウィリアム・ストリートとウォール街付近の由緒ある街角に印象的な新本社ビル
を建てました。同行は世界大恐慌の混乱が続く間も預金残高を拡大させました。それは類まれ
な快挙であり、同行経営陣への圧倒的な信認の証でした。��
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米国が世界大恐慌から
脱した後、
B N Yは規制により
事業拡大が困難に。

第 �次世界大戦後の数十年の間、BNYは ����年
にフィフス・アべニュー銀行、����年にエンパイア
信託銀行など、ニューヨークの金融機関の買収を通
じて新たに支店網を拡大しました。��

そして����年代以降、BNYはホームグラウンドの
ニューヨーク以外の地域でも事業を展開し始めまし
た。同行は引き続きニューヨーク州マンハッタンに本
拠を置きながら、ハドソン川を渡りニュージャージー
州へ、さらにイーストリバーからロングアイランド、ロ
ングアイランドからコネチカット州、そしてブロンクス
地区からウェストチェスター郡やニューヨーク州北部
へと事業を展開していきました。
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B N Yは、金融機関の資金の出し手となり、
さらに個人投資家の関心を集め、
拡大基調にあった
ミューチュアルファンドや
マネーマーケットなどの分野にも
進出したのです。

米国が有人宇宙飛行のマーキュリー計画に着手して
宇宙時代に突入したのと同じ 1958年、BNYは近代的
な銀行業務が初めて導入されたルネサンス期当時から
ほとんど変わっていなかった経理業務の自動化への第
一歩を踏み出します。

その年の ��月、同行初のコンピューター「IBM���」を現在
の貨幣価値で約 ���万米ドル相当価格で購入。����年には国
債の電子決済システムを導入し、続く����年以降は、リテール
店舗でのATM（現金自動預払機）の設置を急速に進めていきま
した。��

����年代後半には、プラスチック製クレジットカードの出現に
より個人消費ブームが到来しました。

INNOVATION

THE ERA OF
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革 新 の 時 代



ANOTHER FRESH FRONTIER 
新たなフロンティア

グローバル化の加速によって、金融の世界では国際市場という新たなフロンティアが切り拓かれま
した。BNYは ����年に英国ロンドンに事務所を開設。その�年後にケイマン諸島、����年には
シンガポールにも事務所を設立しました。さらにソビエト連邦の崩壊に伴って東欧にも拠点を拡大
し、����年には中国における米国の存在感の高まりと軌を一にして上海進出を果たします。��

1 9 9 0年代は、インターネット革命が
世界中に広がり、長期間抑圧されていた
経済的・社会的エネルギーが
解き放たれた時代です。
第 2次世界大戦以降、二極化した
膠着状態を抜け出せなかった世界が
2 1世紀に向けて変貌を遂げる中で、
かつて潜在していた変化が
強い影響を与えるようになりました。
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PAST 
PRESENT
& FUTURE

THE
2001年 9月 11日の朝、いくつかの定例事項を協議する
取締役会が開催される予定となっていました。議題は「財
務諸表のプレゼンテーション」「報酬・組織委員会の報告」
「与信枠の承認」などでした。21

その会議の数時間後、世界貿易センタービルへのテロ攻撃によ
り前例のない大惨事が引き起こされたのです。BNYはただちに
職員の安全を確保し、同時に国際市場の不安を解消するという
難題に対処しました。��それ以降も、����年から����年にか
けて起きた世界金融危機や、新型コロナウイルス感染症のパンデ
ミック（世界的大流行）といった大きな危機が訪れました。しかし
BNYは、「信頼」「企業」「革新」への揺るぎないコミットメントから
生まれるレジリエンス（強靱性・復元力）を糧に、これらの難局
を乗り越えてきました。

40 41

過 去、現 在、そ し て 未 来



まるで地殻変動のようにゆっくりと動いてきた銀行
業界は昨今、火山の噴火のような激しい変化に直面
しています。近年は、比較的小規模な銀行が大型合
併を通じて巨大銀行に急成長しています。BNYは、
����年のアービング・トラスト社との合併によって全
米第 ��位の銀行持ち株会社となりました。��

この合併は、����年から����年の間に��件以
上、����年に ��件と続く、BNYによる一連の戦術
的、戦略的な企業買収の最初の案件でした。そして、
同じような道をたどってきた保守的経営の金融機関
であるメロン・ファイナンシャル・コーポレーションと
����年に合併する土台となりました。��

メロン・ファイナンシャル・
コーポレーションとの合併によって、
今日のBNYが誕生。
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BNYは、健全なバランスシート（財務状
況）と合計 375年の実績を生かし、リテー
ル部門とコマーシャル部門を売却すると
いう根本的な変革に踏み切り、世界有数
のグローバルなカストディ（資産管理）
および資産運用会社として再出発しまし
た。今日、BNYはお客様から約 50兆米
ドル（約 8,000兆円）の資産を受託して
います。25

BNYは、���年近くにわたり培ってきた視野の
下、ユニバーサルバンクから国際・国内経済に
不可欠なグローバル総合金融機関へ転換を
果たしました。このシフトは原点回帰と言える
でしょう。

B N Yは、
他と一線を画す責任を負う
特別な存在の銀行として創業。
今日も、その伝統に
誇りをもって承継しています。
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1784年の創業以来、BNYはアレクサ
ンダー・ハミルトンによる「Making 

Money Work for the World（世界のた
めにお金を機能させる）」という理念の
下、企業や金融機関による必要資金の調
達をはじめ、各国政府による地域プロジェ
クトの資金提供や何百万人もの人々のた
めに投資を支援してきました。

今日、BNYは世界有数の総合金融機関に成長
し、各国の政府、地域社会、フォーチュン誌の
世界上位 ���社の約 ��％から不可欠なパー
トナーとして信頼を得ています。その結果、世
界の投資可能な金融資産の約 ��％に相当す
る規模をお預かりし、管理・運用・保全を通
して、世界中のお客様の多様なニーズにお応
えしています。��
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